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832　　　 酵素 法 に よ るア ラキ ドン 酸 とパ ル ミチ ン 酸を含む構造脂質の 合 成
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［目的 】 ア ラキ ドン 酸 （AA）は AA カス ケ ー ドの 中核物質で あ り 、 ドコ サ ヘ キ サ エ

ン 酸 と 同 じよ うに 未 熟児 の 発 育を促進す る こ と が報告 されて い る 。

一
方 、 母乳 中 に

は 20 〜 25％ の パ ル ミチ ン 酸 （PA）が 含ま れ 、 そ の 70％ は 2一位 に 結 合 して い る 。

こ の 特異 的 な トリグ リセ リ ドの 構造 が 、 乳児 に お ける脂 質や カル シウム の 高吸収性

に 関係 して い る と い わ れ て い る 。 そ こ で 、 1，3一位 特異 的 リパ ーゼ を用 い た ア シ ド

リ シス 反 応 を利 用 し、 1，3一位 に AA が 結合 し、 2一位に パ ル ミチ ン酸が 結合 した 構

造脂質 （TG −APA ）の 合成 を試み た 。

［方法 と結果 】 セ ラ ミ ッ ク ス 担体 に固 定化 した Rhizoρus　delemar の リパ ーゼ を触

媒 と して 用 い 、 反 応 に 影響 す る い くつ か の 因 子 を検 討 した。 こ の 結 果 を基 に 、 トリ

パ ル ミ チ ン （TG −PPP ）と AA 混合比 を 1：5，　 wt ／wt 、 酵素量 を 7％ 、 反応温度を 40
°

C

と設定 した 。
こ の 条件下 で 24 時間振盪 しなが ら反 応 した 結果 、 グ リセ リ ド中 に 取

り込 まれ た AA 含量は 59　 mol °le に 達 し 、 また 固 定化 酵素 は活 性が低下 する こ とな

く 5 回使用 で きた 。 反 応生産物を HPLC で 分 析 した結果 、　 TG −AAA ，
　TG −APA ， およ

び TG −APP の 含量 は 、 それ ぞれ 7．3，75．9，12．4　 wt％ で あ り、 目 的構造 脂 質の 合 成

に 酵素 を用 い た ア シ ドリシス 反応 の 利用 が効果 的 で あ る こ と を認 めた 。
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【目的】脂肪酸メ チ ル は バ イオデ ィ
ーゼル燃料 と して ア ル カ リ触 媒 を用 い て植物油

あ るい は廃食 用油 か ら工 業生産 され て い る 。 こ の 化 学法 に 比 べ 、酵 素法 は製 品 か ら

触媒 を除 去 す る 必要 が な く 、 遊離脂肪酸や 水が系に 混在 して も反応 を妨害 しな い と

い う利点 を有す る 。 しか し酵素 が高 価格で あ る こ とに 加 え反応 率が低 い とい う欠点

も ある 。 そ こ で 固定化酵素を用 い た効率 の 良 い 反応系の構築 を試み た 。

【方法 と結果 】油の メ タ ノ リシス 反応 に 適 した酵素を検索 し 、 Candida　antarctiea の

固定 化 酵素（Novozym 　435）を選択 した 。 酵素法 に よる 変換 率の 低 さは酵 素 の メ タ ノ

ー
ル に よる不可 逆的な失活 に よる こ と を認め たの で 、 油 1 モ ル とメ タノ

ール 1 モ ル

の混 液に 4％の 固定化酵素を添加 して 30 ℃ で 振 蘯 しなが ら反応 させ 、 メ タ ノ
ー

ル が

完全 に消費されて か ら 、 メ タノ
ール を 1mol つ つ 2 回に分 けて 添加 す る 3段 階逐次

添加 法を構築 した 。 その 結果 、 油に 含まれ る脂肪酸 の 95％が メ チ ル エ ス テ ル に 変換

さ れ 、 固定化酵素を 50 回繰 り返 し使 用 して も反応 率 の 低下 は全 く認 め られ な か っ た 。
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